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An optical ac机ve fi宅もer is a narrow band optica一 fHter lvhich aliiplifies input 一ight of

narr･ow spectrum by st mu‡ated e雨ssion of radiation. It is very usefu一 for measureing

weak s岳gna巨　However,沌s effective range of input ight intensity is limited by cond卜

tJons of aPp!ication,a雨　we mLlSt examine　日日ering properties under various conditions

of input li紬もintensi柏　and excitation　ぎebe!. ln　もhis study川e analy2ed saturation

Pl､()i)e再ies of　抽e a印叩日宇圧ation factor a雨　ba雨　width fort the filter under steady state

in theoretical way,and examined　机1ese prope再ies using A｢　on plasma as active medium.

原理:　　　媒質におけるスペクトルの増幅の方法は基本的にレ-ザ発振と同様に放電によって勧

起したアルゴンのエネルギー牽位を利摺して行なうのであるが､このとき放電電流､入射光強度等

をパラメータにとり､各準位のレート方程式をたてそれより光増幅の様子を解析する｡　さらに次

に示す構造を持つフィルタについても同様のことを行なう｡

F. P型フ　ィルタの梢追

フ　ィルタの形状:　　フィルタの形状としては次

の三つのものを想定する｡

1フアプリペロー型

2反射型

3多重光緒型

簡単な構造とそれぞれのゲインをFiglに示す｡

飽和特性(理論値) :詳しい導出はここでは省く

が､媒質の利得は入射光強度にたいして次のよう
∫

に変化する｡

G=　旦　+A/ (旦　+ Ⅰ / Ⅰ S)

ここで､ Gはゲイン､　王　は入射光強度､ I sは飽

和光強度と呼ばれるもので､

‡ s　= (W p+　且) h v/a r3

で表される｡ (Wl)は誘導放出遷位の起こる上華

LTLへの遷移確立､ hはブランク定数､リは光の3辰

酌数､ LTは誘導放出断面桟､ 73は誘導放出遷位

U:)寿命である｡ ) Aは媒質の原子数に比例する定

数で入射光強度を零としたときのゲインG0- 1 +A

で決まる　　G O=　且. 2､ I s　= 1 0とLlたときの､

媒質利['Sの飽和特性をpjqOにに示すo
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M. R型フィルタの稲造
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フィルタ利得の飽和特性は媒質利得のそれより飽和が.賢著である｡ Fig3に反射型フィルタの飽和

特性を示す｡
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Fig2　媒質利得の飽和特性

測定:測定は488. 0 (n m) )の入射

究をo. 05 (mW)から且　0 (mW)ま

て変化させ反射型フィルタおよびその媒質

単一通過における利得の変化について測定

を行なった｡媒質には30cillの空冷式ア

ルゴンイオンレ-ザ管を用いハーフミラー

とミラ-によって光共振器を構成しN Dフィ

ルタによって強度調整された光を70　0H z

の変調をかけたものを入射光とし出力光は

ホトマルによって検出した｡

測定系をFig4に示す｡

測定結果を､ Fig5に示す｡
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Fig3　M　只(反射)型フィルタの飽和特性
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Fis4フ　ィルタ利得測定系

Input Laser Power (mW)

媒質利得の飽和特性(放電電流　　OA) Fig5　フイ)Lタ利得の飽和特性
∫

まとめ:　今回､理論解析および測定結果より定常状態における光能動フィルタの飽和特性が得ら

れ､これより入射光強度にたいしてフィルタとして使用できる範囲の限界を考察できたが､実際の

使用に際して微弱光に関してはフィルタとしての能力は充分であることが解った.
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